
Q　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
本
市
の

縄
文
遺
跡
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
た
め

に
、
縄
文
荒あ

ら
ば
き吐

会
の
縄
文
創
作
太
鼓
を

復
活
さ
せ
て
は
。

【
市
長
】

A　
４
年
ほ
ど
前
に
一
度
、
市
の
若
手

職
員
を
動
員
し
承
継
に
取
り
組
ん
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
動

さ
せ
た
い
の
で
、
復
活
に
向
け
て
形
態

や
メ
ン
バ
ー
構
成
な
ど
を
し
っ
か
り
検

討
し
た
い
。

Q　
復
活
後
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

市
若
手
職
員
に
も
協
力
を
依
頼
し
、
次

世
代
へ
の
承
継
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
。

【
総
務
部
長
】

A　
伝
統
芸
能
や
文
化
の
保
存
・
継
承

は
、
地
域
活
力
の
増
進
に
つ
な
が
る
重

要
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
市
が
支
援
す

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
今
後
の

募
集
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
ほ
か
、

市
職
員
が
担
い
手
と
し
て
協
力
で
き
る

よ
う
、
環
境
整
備
を
進
め
た
い
。

Q　

令
和
７
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
、

５
歳
児
健
康
診
査
の
内
容
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
を
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

A　
乳
幼
児
健
康
診
査
と
同
様
に
子
ど

も
の
誕
生
月
に
市
民
健
康
づ
く
り
セ
ン

Q　
市
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
は
。
ま
た
、
市
民
が
自
宅
等
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
際
の
費
用
を
補
助

で
き
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

A　
小
・
中
学
校
と
通
学
路
な
ど
を
中

心
に
計
37
台
設
置
し
て
お
り
、
設
置
部

署
が
管
理
し
て
い
る
。
購
入
費
用
等
の

補
助
に
つ
い
て
は
、
想
定
さ
れ
る
事
業

の
規
模
や
財
源
を
考
慮
し
な
が
ら
、
検

討
し
た
い
。

Q　
防
犯
対
策
の
観
点
か
ら
、
犯
罪
情

報
を
市
公
式
L
I
N
E
で
発
信
し
、
市

民
に
注
意
喚
起
し
て
は
。

【
総
務
部
長
】

A　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
注
意
喚
起

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
迅

速
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
、
体
制
の

整
備
に
努
め
た
い
。

Q　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
内
容
に
つ

い
て
、
詳
細
な
説
明
を
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

A　
自
己
負
担
額
は
生
ワ
ク
チ
ン
が
１

回
接
種
で
４
千
円
。
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

は
２
回
接
種
で
１
回
あ
た
り
１
万
円
を

予
定
し
て
お
り
、
生
活
保
護
受
給
者
は

自
己
負
担
な
し
で
接
種
で
き
る
。　
　

　
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
。

タ
ー
で
実
施
す
る
。
診
査
は
身
体
発
育

状
況
と
栄
養
状
態
、
精
神
発
達
、
言
語

障
害
の
有
無
、
育
児
上
問
題
と
な
る
事

項
、
そ
の
他
疾
病
お
よ
び
異
常
の
有
無

の
６
項
目
で
、
保
護
者
負
担
な
し
で
受

診
で
き
る
。

Q　
健
診
時
に
支
援
が
必
要
と
判
定
さ

れ
た
場
合
の
保
護
者
へ
の
対
応
方
法
は
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

A　
こ
ど
も
家
庭
庁
が
示
す
５
歳
児
健

康
診
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し
、
対

応
に
あ
た
る
。
ま
た
、
す
で
に
乳
幼
児

健
康
診
査
で
実
施
し
て
い
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
を
活
用
し
、
健
診
に
携

わ
っ
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
間
で
情
報
を
共

有
、
支
援
方
針
等
を
検
討
し
た
う
え
で
、

子
ど
も
の
成
長
や
発
達
を
促
す
取
り
組

み
を
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
。

Q　
生
ワ
ク
チ
ン
と
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

の
ど
ち
ら
を
接
種
す
べ
き
か
判
断
に
迷

わ
な
い
よ
う
、
周
知
が
必
要
で
は
。
ま

た
、
50
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
も
助
成

対
象
に
で
き
な
い
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

A　
対
象
者
へ
郵
送
す
る
接
種
書
類
に

接
種
方
法
や
間
隔
効
果
の
持
続
期
間
、

接
種
費
用
等
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
同

封
す
る
ほ
か
、
広
報
等
で
も
周
知
を
図

り
た
い
。

　
助
成
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
内
市
町
村
の
動
向
を
確
認
し
な
が

ら
、
検
討
し
た
い
。

4
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▶
縄
文
創
作
太
鼓

▶５
歳児
健康診

査

▶
防
犯
対
策
の
強
化

▶帯
状疱
疹ワク

チン

P12﹁
気
に
な
る
ワ
ー
ド
﹂
で
解
説

※
対
象
年
齢

・
該
当
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
に
到
達
す
る
方

・
100
歳
以
上
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害
を

有
す
る
方

五
いつわかい
和会 成

なり た
田 克

かつ こ
子
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Q　
中
学
校
の
部
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ

や
団
体
に
委
ね
る
部
活
動
地
域
移
行
の

取
り
組
み
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
本
市
の
進
捗
状
況
は
。

【
教
育
部
長
】

A　
地
域
移
行
に
向
け
て
、
各
競
技
ご

と
に
作
業
部
会
が
議
論
し
て
い
る
。
野

球
は
す
で
に
合
同
チ
ー
ム
で
大
会
に
出

場
し
て
い
る
た
め
、
顧
問
の
先
生
が
中

心
と
な
り
、
令
和
７
年
度
に
野
球
ク
ラ

ブ
を
市
内
に
設
立
予
定
で
あ
る
。

Q　
過
度
な
指
導
や
体
罰
等
が
行
わ
れ

な
い
よ
う
、
指
導
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
が
必
要
で
は
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
の
管

理
や
運
営
に
対
し
財
政
的
支
援
を
行
う

予
定
は
あ
る
か
。

【
教
育
部
長
】

A　
指
導
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は

未
作
成
の
た
め
、
今
後
、
作
成
す
る
。

　
財
政
的
支
援
に
つ
い
て
は
設
立
初
年

度
に
限
り
、
指
導
員
へ
の
報
酬
と
し
て

18
万
円
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
代
な
ど
と
し
て

補
助
金
25
万
円
を
交
付
予
定
で
あ
る
。

Q　
多
く
の
自
治
体
で
業
務
の
D※
X
化

を
進
め
て
い
る
が
、
本
市
の
お
も
な
取

り
組
み
状
況
は
。

【
総
務
部
長
】

A　
令
和
５
年
度
に
ス
マ
ー
ト
窓
口
の

運
用
を
開
始
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
導
入
や
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証

明
書
の
読
み
込
み
に
よ
り
、
手
書
き
不

Q　
稲
作
農
家
に
と
っ
て
脱
穀
後
に
発

生
す
る
、
も
み
殻
の
処
理
が
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
の
処
理
状
況
は
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
処
理
方
法
が
最
適
と
考
え
る
か
。

【
経
済
部
長
】

A　
農
地
な
ど
で
焼
却
処
理
し
て
い
る

農
家
も
い
る
が
、
大
半
は
市
内
に
あ
る

集
積
所
に
各
自
で
運
搬
し
、
畜
産
農
家

が
敷
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
た
め
、
焼
却
処
理
で
は
な
く
、

敷
料
や
資
材
等
に
有
効
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

Q　
昨
年
11
月
、
総
務
常
任
委
員
会
の

行
政
視
察
に
お
い
て
、
も
み
殻
で
バ
イ

オ
炭
（
く
ん
炭
）
を
製
造
す
る
装
置
の

視
察
見
学
を
行
っ
た
。

　
処
理
費
用
削
減
の
ほ
か
、
環
境
負
荷

の
軽
減
や
肥
料
、
消
雪
剤
と
し
て
の
活

用
な
ど
、
本
市
の
農
業
の
発
展
に
大
き

く
役
立
つ
も
の
と
考
え
る
が
、
装
置
を

導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
市
長
】

A　
本
市
の
水
稲
面
積
は
広
大
で
莫
大

な
量
の
も
み
殻
が
発
生
し
て
お
り
、
敷

料
や
肥
料
と
し
て
使
い
き
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
だ
と
考
え
る
。

　
本
市
で
は
、
メ
ー
カ
ー
と
稲
わ
ら
と

も
み
殻
の
利
活
用
に
関
す
る
協
定
を
結

び
、
す
で
に
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で

要
で
各
種
証
明
書
の
発
行
申
請
を
可
能

に
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
各
種
行
政
手
続

き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
、
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q　
本
市
の
D
X
の
課
題
点
と
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
総
務
部
長
】

A　
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
手
続
き
の

利
用
率
の
低
さ
が
課
題
で
あ
り
、
利
用

方
法
の
周
知
不
足
等
が
要
因
と
考
え
る
。

　
業
務
効
率
化
に
よ
る
人
手
不
足
の
解

消
は
本
市
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
た
め
、

職
員
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
向
け
に
I
T
講
習
会

等
の
開
催
を
検
討
し
た
い
。

※
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
︙
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
人
々
の

生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ

る
こ
と
。

お
り
、
土
木
資
材
へ
製
品
化
さ
れ
て
い

る
。

　
も
み
殻
バ
イ
オ
炭
の
製
造
装
置
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
も
の
の
、
集
積
場
所
や
運
搬
方

法
、
プ
ラ
ン
ト
形
態
な
ど
、
ど
の
場
合

が
最
適
か
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
市

に
適
し
た
も
み
殻
の
処
理
や
バ
イ
オ
炭

の
有
効
活
用
の
方
法
を
研
究
、
検
討
し
、

つ
が
る
市
型
の
処
理
形
態
を
確
立
さ
せ

た
い
。

行政視察の様子＝令和６年11月7日、
滋賀県�高島市
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Q　
令
和
７
年
度
か
ら
、
収
入
保
険
と

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対

策
）
の
加
入
者
へ
の
保
険
料
補
助
を
行

わ
な
い
と
聞
い
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

【
経
済
部
長
】

A　
加
入
件
数
は
補
助
開
始
の
令
和
３

年
以
降
増
え
、
令
和
４
年
の
１
１
７
７

件
を
ピ
ー
ク
に
こ
こ
2
年
間
、
安
定
し

て
い
る
。
農
家
に
制
度
が
定
着
し
て
き

た
と
感
じ
廃
止
す
る
が
、
状
況
が
変
わ

れ
ば
改
め
て
検
討
し
た
い
。

Q　
米
価
高
騰
を
受
け
て
、
令
和
７
年

産
の
主
食
用
米
の
作
付
増
加
が
予
想
さ

れ
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

【
経
済
部
長
】

A　
昨
年
は
生
産
数
量
目
標
５
５
１
０

㌶
に
対
し
、
作
付
面
積
５
７
７
９
㌶
で
、

生
産
数
量
目
標
を
２
６
９
㌶
上
回
る
作

付
け
が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
の
作
付
面
積
は
３
月
か
ら
受
け

付
け
の
た
め
未
確
定
だ
が
、
生
産
数
量

目
標
は
前
年
比
99
㌶
増
の
５
６
０
９
㌶

で
あ
る
。
米
価
高
騰
を
背
景
に
、
昨
年

同
様
、
生
産
数
量
目
標
を
超
え
る
作
付

け
が
予
想
さ
れ
る
。

Q　
農
協
等
と
の
加
工
米
や
備
蓄
米
の

出
荷
数
量
の
契
約
に
つ
い
て
、
実
際
の

出
荷
数
量
が
著
し
く
低
か
っ
た
場
合
、

次
年
度
に
生
産
者
が
経
営
上
不
利
益
を

被
る
こ
と
は
あ
る
か
。

　
２
月
12
日
、
成
田
克
子
副
議
長
か
ら
一
身
上
の
都
合
を
理
由
に
辞
職
願
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
同
日
付
け
で
辞
職
を
許
可
し
、
令
和
７
年
第
１
回
つ
が
る
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
選
に
よ
り
長
谷
川
榮
子
議
員
が
当

選
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
の
委
員
選

任
の
ほ
か
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
委
員
補
充
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
各
委
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ
を
参
照

　
　

就
任
あ
い
さ
つ

　
　

就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
を
賜
り
ま
し
て
、
つ
が
る

市
議
会
副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

副
議
長
と
い
う
重
責
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
木
村
議
長
と
と
も
に
議
員
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を

仰
ぎ
つ
つ
、
ま
た
市
長
を
は
じ
め
理
事
者
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

得
ま
し
て
、
市
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長　

長は

せ

が

わ

谷
川

榮え

い

こ子

【
経
済
部
長
】

A　
経
営
上
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な

い
が
、
契
約
数
量
未
達
成
の
場
合
に
は

違
約
金
が
発
生
す
る
。
ま
た
、
令
和
６

年
産
の
よ
う
に
加
工
米
や
備
蓄
米
の
集

荷
量
を
減
ら
し
主
食
用
米
を
増
や
す
と
、

生
産
過
剰
に
よ
る
米
価
下
落
を
招
く
恐

れ
も
あ
る
。

Q　
市
に
よ
る
農
業
支
援
の
今
後
の
展

望
は
。

【
市
長
】

A　
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
担
い

手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
従
来
の

コ
メ
作
り
の
工
程
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
作
業
効
率
化
や
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
直
播
き
栽
培
の
方
法
を
研

究
す
る
組
織
の
立
ち
上
げ
を
検
討
す
る

ほ
か
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
を
図
り
た
い
。
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議員が市の行政全般について市長等の執行機関に質問します。
QRコードから各議員の質問詳細を動画でご覧になれます。

▶
市
の
農業

支援

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

絆
きしんかい
心会 齊

さいとう
藤 渡

わたる

第86号－つがる市議会だより


